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ストの形成と資本輸出に解決策を求めたホプソンの先駆としての C・ A. コナントの思想、が、分析・紹介される。
第III部は、マッキンレー、セオドア・ローズヴェルト両大統領の下でのコーポラテイズムの実践が跡付けられ、さ
らにタフトやウィルソンの外交も、その延長上に位置付けられる。
帝国主義研究についての理論的な再整理をめざした、最後の第IV部では、レーニン型の独占資本主義段階しての帝
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国主義論から、一方での新従属派的な世界システム論と、 1890年代からの急激な都市化と大企業化に対応し、この傾向
を是認する「コーポラテイズム」論とに至らざるをえなくなった、論者自身の思想的変遷が開示される。
論文審査の結果の要旨
ウィスコンシン学派のウィリアムズの流れをくむ、ニューレフト的解釈の上にたって、かねて帝国主義研究として
は金科玉条とされがちであったレーニン的解釈をはなれ、アメリカ帝国主義の成立を、ひとつには、世界システムの
へゲ、モニ一転換のなかに位置付け、またひとつには、国内経済の変質一一いわゆるコーポリット資本主義への転換
一一と関連づけたうえ、伝統的なアメリカ史理解の二つの筋道、すなわちジェブアソン的・農業的アメリカとハミル
トン的・商工業的なアメリカという歴史の二つの見方の統合をもはかった点に、本論文の画期的な意義がある。具体
的な外交史、政治史の分析も十分になされているが、とくに、思想史の分析にみるべきものがあると思われ、コナン
トの先駆性の指摘は圧巻である。
他方、いささか望萄の感は否めないが、あえていえば、せっかく世界システム論の有効性を唱えつつ、アメリカ・
サイドの分析に終始している点が不満である。たとえば、少なくとも、フィリピンないしラテンアメリカからの視座
に立つ論考がひとつ含まれていれば、複眼的にこの時代の世界をみる、まさに世界システム論的な視点が確立し得た
ものと惜しまれる。
ただし、だからといって、世紀転換期のアメリカ帝国主義成立史にかんする研究としては、まれにみる力作である
ことに間違いはなく、本論文は、博士(文学)の学位申請論文として十分ふさわしいものと判定する。
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